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終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 

現
代
の
一
番
の
問
題
と
い
え
ば
、
先
ず
は
、
少
子

高
齢
化
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
少
子
化
問
題
は
さ
て

お
い
て
、
高
齢
化
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

長
寿
命
の
国
世
界
一
が
続
く
な
か
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
親
が
認
知
症
で
子
供

さ
ん
が
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
、
長

期
間
の
介
護
に
よ
る
周
囲
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

た
り
、
そ
の
他
に
も
表
面
化
さ
れ
な
い
問
題
が
多
く

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康
寿
命
と
本
当
の

寿
命
に
二
十
年
も
差
が
あ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

介
護
関
係
の
方
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に
行
っ
た

感
想
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
少
し
で

も
長
生
き
す
る
よ
う
に
、
延
命
治
療
を
す
る
事
が
子

供
と
し
て
の
責
任
の
よ
う
に
考
え
る
節
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
特
に
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
や
ス
ウ
エ
ー
デ

ン
な
ど
で
は
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
の
姿
を
見

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
要
す
る
に
、
点
滴
と
か
、
延

命
治
療
を
施
さ
ず
、
自
然
に
ま
か
せ
、
自
然
死
を
心

が
け
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

     

確
か
に
長
生
き
は
尊
い
も
の
で
す
が
、
こ
の
問
題

は
文
化
、
習
慣
、
考
え
方
も
あ
り
ま
す
の
で
一
概
に

絶
対
こ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
は
出

せ
ま
せ
ん
が
、
少
し
前
向
き
に
考
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
終
活
と
い
う
言
葉
が
広
く
知
れ
渡
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
「
就
活
」
を
「
終
活
」
に
置
き
換

え
た
言
葉
で
す
。
こ
れ
も
、
高
齢
化
問
題
を
抱
え
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
証
で
し
ょ
う
。 

相
続
、
葬
儀
、
お
墓
、
保
険
、
財
産
、
遺
言
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
終
活
は
晩
年
の
生
き
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
義
に
考
え
れ
ば
、
過
去
の
事

で
は
な
く
、
将
来
の
事
で
は
な
く
、
今
の
時
点
で
今

の
問
題
を
解
決
し
、
理
解
を
深
め
て
用
意
を
し
て
お

く
勉
強
で
す
。
当
に
こ
れ
を
、
皆
様
と
共
有
し
、
一

緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
に
所
属
し
、
指
導
者
を
目
指
す
と
共
に
、

本
来
の
お
寺
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
毎
月

一
度
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
の
名
の
下
に
ご
相
談
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   
 
 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 

 

秋季彼岸号 

 

第 112回じぞう寄席８.21  桂 宮治 ・ 入船亭小辰  有望若手二人会を開きました 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

九
月 

○
阿
部
家
ご
法
事 

 
 
 
 

2
日 

○
終
活
セ
ミ
ナ
ー 

 

3
日 

○
道
了
講 

 

6
日 

○
プ
ロ
グ
レ
ス
社
研
修
会 

7
日 

○
九
川
家
ご
法
事 

 
10
日 

○
宗
務
所
檀
信
徒
大
会 
13
日 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 

18
日 

○
秋
彼
岸
ペ
ッ
ト
大
供
養
会 

19
日 

○
秋
彼
岸
檀
信
徒
大
供
養
会 

○
地
蔵
講 

 

20
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

 

十
月 

○
道
了
講 

 

4
日 

〇
鎌
野
家
ご
法
事 

 

15
日 

〇
加
藤
家
ご
法
事 

 
 

〇
丹
野
家
ご
法
事 

 

16
日 

○
地
蔵
講 

 

18
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

〇
小
日
方
家
ご
法
事 

 
 
 

23
日 
 

 

〇
中
島
家
ご
法
事 

 
 

〇
西
島
家
ご
法
事 

 

30
日 

 

十
一
月 

○
道
了
講 

 

1
日 

○
地
蔵
講 
 

15
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

113
回) 

23
日 

○
「
真
田
幸
村
」
公
演 

 
 

26
日 

  

【
住
職･

寺
族
】 

 

九
月 

○
宗
務
所
々
会
③ 

 

1
日 

 
 

○
保
護
司
会
コ
ン
サ
ー
ト 

3
日 

○
東
部
教
連
研
修
会
① 

5
日 

○
龍
吟
講 

○
終
活
フ
ェ
ス
タ 

 

11
日 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 

22
日 

○
特
派
布
教 

 

26
日 

○
可
睡
斎
梅
花
講
習 
 

28･

29
日 

十
月 

〇
秀
源
寺
大
般
若 

 

1
日 

○
本
山
研
修
会 

 
 

4･

5･

6
日 

○
現
職
研
修
会 

 
 

20･

21
日 

○
楞
厳
院
大
般
若 

 

22
日 

 

○
梅
花
特
派
講
習
会 

31
日 

十
一
月 

○
興
隆
寺
大
般
若 

 

5
日 

○
宗
務
所
々
会
④ 

 

16
日 

○
県
仏
婦
大
会 

 
 

○
東
部
教
連
研
修
会
② 

22
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 
13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
週
月
曜
朝
7
時
15
分 

【
お
知
ら
せ
】 

□
終
活
セ
ミ
ナ
ー
開
講
！ 

終
活
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

終
活
と
は
今
後
を
よ
り
良
く
生
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
相
談
し
考
え
る
こ
と
で
す
。
毎
月
第
一
土
曜
日

午
後
二
時
よ
り
行
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
お
い
で
下
さ
い
。 

□
や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 【
後
記
】 

 

台
風
十
号
接
近
で
心
配
さ
れ
た
地
蔵
盆
大
祭
は
奇
跡
的

に
天
候
に
恵
ま
れ
予
定
通
り
の
供
養
会
を
厳
修
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
反
面
東
北
の
水
害
の
復
旧
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん 

 

七
月
に
配
信
さ
れ
た
ポ
ケ
モ
ン

G
O
 

三
明
寺
は
ポ
ケ

ス
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
夏
休
み
、
い
つ
も
と
違
う

顔
ぶ
れ
を
見
受
け
ま
し
た 

 
 

堪忍（かんにん）袋 

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日 

第
六
十
号

発

行 

曹
洞
宗 

剛
嶽
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集  

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com
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ぬまづ夏まつり 

萬燈の弓張りちょうちんには個人の名前が描かれ、 

まるで自身も一緒に輿に乗っている気持ちになります 

地蔵盆大祭には神奈川や近隣の約 30団体が助っ

人に来られます 

もちろん三明寺の会員も普段はあちこちに・・・ 

 

 
みこし額の絵が 

一新しました 

三明寺ご本尊 

酒かす地蔵尊

の物語です 
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  施餓鬼棚には仏膳の他、生菜、干菜、 

餓鬼飯をお供えします 

得度式の川口諒一さんと高橋美花さん 3.21 

八木春子さんの歌声が 

祭りを盛りあげてくれます 

 

春彼岸檀信徒大供養会 28.3.21 

やすらぎ大学 6/21 大聖寺上村貞嘉師. 

次回は 9月 20日 当日の聴講を随時受け付けています 

小林囃子には OBの３男４男も参加しました 

三明寺名物千人なべのパエリア  

雄大グループ料理長山田氏 

指揮のもと大好評でした 

 

8
月
28
日(

日)
 

 
 
 
 

 
 

 
 

新
盆･

七
月
盆
供
養
7
月
10
日 

  梅花講による奉詠 

先祖供養のお塔婆 

 

役員さんやボランティ

アの皆さんが模擬店を

担当します。 

今回のポン菓子は

玄米です。焼きそば

のソースの香りは食

欲をそそります 


